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序

福岡町は水と緑が豊かなところです。調査地である1江尻地区は、砺波平野の北端に位

置し、水と緑の田園風景を醸成しています。近年、能越自動車道の建設に伴う調査で江

尻遺跡が確認され、発掘調査によつて、縄文時代晩期～近代の遺構 。遺物が見つかつて

います。

今回の調査は、能越自動車道を南北に縦断するように走る主要地方道福光福岡線の歩

道新設工事に伴い実施されたものです。調―査により、弥生時代中期後半～然末期を主体

とする遺物が出上し、近世の井戸や旧流路が確認されました。こうした発掘調査成果が

江尻地区の歴史を考える素地となり、埋蔵文化財保護意識の向上に資することになれば

幸いです。

調査の実施にあたり、御理解を賜りました富山県小矢部
―
土木事務所をはじめ、御協力

を下さつた地元住民の皆様と関係者の皆様に心より御れ申し上げます。

平成14年 3月

福岡町教育委員会

教育長 石田 仲也



例   言

1.本書は平成13年度に行つた富山県西砺波郡福岡町江尻に所在する江尻遺跡発掘調査報告である。

2.調査は、主要地方道福光福岡線歩道新設工事に先立ち、富山県小矢部土木事務所の委託を受け、

福岡町教育委員会が調査主体となり実施 した。

3.調査事務局は福岡町教育委員会生涯学習課に置き、文化財保護主事栗山雅夫が調査事務を担当し、

教育次長佐伯邦夫が総括 した。

4.調査担当者及び調査面積・期間は以下のとおりである。

※試掘調査 。本調査担当者   福岡町教育委員会 生涯学習課 文化財保護主事 栗山雅夫

※試掘調査期間・対象面積   平成10年 3月 16日 ～19日 :3,200ピ

※平成13年度本調査期間・面積 平成13年 10月 30日 ～11月 28日 :300ピ

5。 本書の編集・執筆・写真撮影は、福岡町教育委員会文化財保護主事栗山雅夫が担当した。

6.土層の色調については、『新版 標準土色帳』 (小山正忠 。竹原秀雄編著、1967)に準じている。

7.本書の図版の遺物番号は実測図・写真図版ともに統一している。

8.本書で使用した遺構の略記号は以下のとおりである。

土 坑 一 SK、 溝 一 SD、 井 戸 ― SE

9.調査グリンドは県道に沿つて任意に設定した。X軸は国土座標 (第Ⅶ系)か ら20° 31′ 21〃 西偏

する。標高は海抜高である。

10.発掘調査・整理作業・報告書作成にあたつて、下記の参加を得た。

高田優子・増山真由美

11.出土遺物及び記録資料は、福岡町教育委員会が保管している。

12,現地調査及び本書の作成に際して下記の諸氏・関係機関から御指導・御教示・御協力を得た。記

して謝意を表 します。

久々忠義 ,大野淳也 。景山和也・景山奈央子・江尻自治会
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第 1章 遺跡の立地と歴史的環境

第 1節 江尻地区の位置と地形

福岡町は、富山県西部の 「呉西」と呼ばれる地域の西端に位置する。町域は南東の平野部と北西の

丘陵部に三分 され、両地形を区切るような形で小矢部川が流れている。平野部は砺波平野の北西端に

あり、小矢部川 と庄川によって形成された複合扇状地の扇端部でもある。一方、丘陵部は町総面積の

3/4あ まりを占め、宝達山を主峰としながら能登半島の山々に連なっている。

平野部は北東に流れる小矢部川によつて大きく三分され、 「川西」 「サ|1東」と通称される。ここは、

砺波平野の扇状地扇端部にあたるため、湧水面が高い。また、度重なる河川の氾濫原 となっていたこ

とから、回場整備以前は沼状の場所が多かったようである。西井龍儀・久々忠義 らの研究によると、

縄文晩期～弥生時代の砺波平野の遺跡は、水田稲作の開始により扇状地末端部と平野外縁の丘陵地に

立地することが明らかにされている。 (西井1985)(久々2001)

今回の調査を行った江尻遺跡は 「川東」にあたり、標高19m程で北に向かって緩やかに傾斜 してい

る。平成 7年に行われている能越 自動車道関連発掘調査によると、調査地の北側には縄文時代晩期以

前に形成された自然谷地形が確認されている。

II
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第 1図 地形と周辺の遺跡 (1/25,000)1.江尻遺跡 2.上蓑中田遺跡 3.蓑島遺跡 4.蓑島前川原遺跡
5.矢部北遺跡 6.矢部神宮寺跡 7.下老子笹川遺跡 8.土倉兵衛館跡
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第 2節 歴史的環境と周辺の遺跡
1.歴史的環境

江尻の地名は、庄川 と小矢部川が合流 していた頃、川の尻にあったため江尻と呼ばれるようになっ

たと伝承されている。これは、河川改修を受けている荒又川が、改修以前には集落のす ぐ東側を流れ

ていた地理環境を反映したものと推測される。

江尻集落の変遷をみると、藩政期には五位組の lヶ 村、明治17年 の戸長役場廃止後は道明村に属 し

ていた。その後、町村制に基づいて山王村のひとつとなり、昭和15年 に福岡町となつている。なお、

戸長役場について興味深い遺物が能越道建設に伴 う発掘調査で発見されている。それは、 「戸長 小神

村・小矢部村 役場」裏に「役場」と書かれた木札で、「戸長役場」の存在 した時期が明治12年～明治

17年の5年間に限定できることから、近隣に戸長役場 。戸長に関係 した人物・施設が存在 した可能性が

指摘されている (森 1996)。 出土地点は、調査対象地の30m余 り西方である。

能越道建設に伴 う江尻遺跡の発掘調査については、現在、概要が刊行されている (富文振1996)。 詳

細は、本報告を待たなければならないが、概ね次のような事実が判明している。

調査区は西からABCの 3区に分割 され、A地区では17世紀～18世紀の豪農クラスの屋敷地が確認

され、縄文晩期・弥生時代末 。古墳時代前期 。中世の遺物が包含層から出上している。

B地区では、比較的小規模な掘立柱建物群が17世紀代に先行 し、18世紀に土台建物に転換 している

ことが明らかにされている。前述 した戸長役場の木札は、この調査区で出土している。下層は縄文時

代・古墳時代 。中世の遺構が同一面で検出され、遺物には弥生時代末のものも含まれている。

C地区では、大規模な削平によリー面で近代～弥生時代まで遡る遺構が検出されるが、居住関係の

ものは確認 されていない。弥生時代については、溝の形態等から水田遺構の存在も想定されている。

また、下層の縄文時代では自然流路が確認されたのみである。

こうした成果から、本遺跡は縄文晩期に人間の活動痕跡が認められ、弥生時代末頃に水田を伴 う定

住生活に移った可能性がある。以後、一時途絶えるものの、中世後期には再び居住が始まり、近世以

降完全に定着し、現在に至っているものと推定される。

2.周辺の遺跡

近隣で発掘調査が行われている遺跡として、開帯大滝遺跡 (1993県財団)、 石名田木舟遺跡 (1998～

1995年県野団、1996町教委 )、 表島遺跡 (1995年県財団)・ 下老子笹川遺跡 (1995～ 1998年県財団、

1997町教委)があり、これらの遺跡概要は以下のとおりである。

開帯大滝遺跡は、16世紀後半の町屋遺構群で計画的な町並景観をもつ木舟城の城下町遺跡である。

石名田木舟遺跡は、15世紀後半～16世紀の城下町と木舟城を内包する遺跡である。

蓑島遺跡では、溝 。溝状遺構を中心に縄文晩期・弥生時代終末～古墳時代前期 。近世以降の遺物が

確認されている。

下老子雀川遺跡は、縄文晩期～近世にいたる大規模な集落遺跡であるが、縄文晩期の集落や弥生時

代後期の周溝をもつ建物、弥生終末～古墳時代中期の水田遺構、近世～近代の集落が確認されている。

今回の調査でも少数出上している天王山式上器もまとまりをもつて出上している。

これ らの遺跡の立地は南北方向に連なって分布する傾向がある。これは、庄川の度重なる氾濫 と小

矢部川に流入する小河川が微高地を形成 し、その上に遺跡が営まれた結果と理解される。

つ _



4= こヽ 〔心韓r予■雨立ヵル_↓

第2図  明治42年地形図 (1/50,000)
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第 2章 調査に至る経緯

平成 9年 9月 、福岡町教育委員会において富山県小矢部土木事務所 。町建設課・町教育委員会の 3

者で主要地方道福光福岡線の歩道新設工事に関する遺跡の取扱いについて協議がおこなわれた。席上、

事業者側から工事着工は、当時建設中であった能越道の完成後の予定であること、当面は交差点付近

の工事であるが、将来的には、南に向かつ

て延長 していくことも計画 していることが

説明された。

これを受け、教育委員会 としては事業対

象地が周知の埋蔵文化財包蔵地である江尻

遺跡内に該当していることから、まず事前

に試掘調査を行い遺構・遺物の有無を確認

し保護措置を必要とするか調査する必要が

あることを説明した。また、本来は用地買

後に試掘調査を行 うのが通常であるが、地

権者の承諾を得 られるのであれば買収前に

試掘調査を行 う方向で話を進め、将来的な

事業予定地まで試掘調査を行 うことで合意

した。

この時点での試掘調査実施予定時期は、

翌年秋の稲刈取 り後であつたが事業者の予

算の関係もあり、急遊平成 9年度中に調査

を行 うこととなった。このため、平成10年

1月 26日 付で埋蔵文化財発掘調査の通知を

受け、雪解けを待つて同年 3月 16、 17日 に

試掘調査を実施 した。

試掘 トレンチは10本設定し、 1～ 5Tに

おいて遺構・遺物が確認 されたことから、

遺跡の保護措置を必要とする場所はこの部

分までとした。この うち、今回の調査対象

となったのは 1・ 2T部分である。
‐Ｏ
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第4図  試掘トレンチ位置図 (1/2,500)



第 3章 調査の成果

第 1節 調査方法と調査経過
1.調査計画

江尻遺跡は、能越 自動車道の建設に伴 う分布調査により、平成 3年度に発見、平成 4年度に試掘調

査を実施 し遺跡の存在が確認 され平成 7年に本調査が行われている。事業対象地は能越道に隣接 して

いることから、土層や遺構確認面など能越道の調査成果を援用 しながら発掘を進めた。

なお、平成12年度に水田耕作のための仮設水路が調査区を分断する形で設けられている。当該箇所

については、試掘時や水路設営時の工事立会においても、遺構・遺物は確認 されていないことから、

調査に際 しても現状のままで残すこととした。 このため、調査区は北側の I区 と南側のⅡ区に分かれ

る。調査対象面積は約300ポである。調査計画は試掘調査のデータを基に、 「富山県埋蔵文化財発掘調

査基準」に基づき調査期間 。費用を積算 した。

2.現地調査

調査は重機により表上を除去 した後、調査区にあわせ任意にグリッド設定 した。座標は南北方向を

X軸、東西方向をY軸 とした。調査グリッドは 2m四 方を 1区画とし、XO～ 32、 YO～ 5ま で設定 し

た。XlY2は 国家座標のX座標77295。 957・ Y座標 -20103.0154で 、X30Y2が X座標77349.2058Y

座標 -20125。 9733と なる。グリンド設定後、平板測量により調査区の概略図を作成 し、人力による遺

物包含層の掘削、遺構の精査、遺構掘削をおこなつて記録を取つた。出土遺物は現地事務所で水洗 。

注記を行つた。遺構平面図の作成は、ラジヨンヘ リコプターによる空中写真測量で図イ監を行った。
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第5図  調査区位置図 (1/2,0001
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調査開始後、北側部分は、遺構確認面が砂礫層 とな り、上層部は削平を受けて包含層の遺存状況は

あまり良好では無かつた。また、近代以降の流路であるS D02は 、最深部で現水田面から1.8m以上 と

なり、現道上からは2.5m以上の比高差となる。この流路からは非常に豊富な湧水があり壁面崩壊の可

能性 も考えられたことから、掘削は両岸から基本土層を確認 しながら掘 り下げて、遺物が無いことを

確認 した時点で掘 り下げるのを止めている。試掘調査によりこの流路から湧水があることは確認 され

ていたので、流路の深部 と想定される場所に調査区を東西に横断する土層観察用のアゼを残 して堆積

状況の記録をとつた。

調査日誌抄

10/30  表土除去

10/31  機材搬入

11/1  杭打ち

11/2～ 13 遺物包含層掘削 。遺構検出

11/14～ 21 溝02掘削

H/22   空撮

11/26   井戸断割り作業

11/27・ 28 埋戻し終了し、現地調査完了

3.遺物整理

現地事務所において水洗・注記作業まで完了させた遺物は、現地調査終了後整理室に運び込んで整

理作業を開始 した。作業は調査員 1名 と調査補助員 1名 の 2名 で担当した。出土遺物は、接合 。実浪J

と必要に応 じて石膏による復元をおこない、図面整理作業も平行 して実施 した。なお、遺物の実測は、

試掘調査時の出土遺物も対象 としている。出土遺物の うち、近世の石組井戸の水沼は検出時にほぼ完

形の状態で出土したため、保存処理をおこなった。

これ らの基礎的な記録をとつた後、調査結果について総合的な検討をおこない、調査成果等の記述

と図版作成、遺物写真撮影を実施 し発掘調査報告書を作成 した。

第6図 調査グリッド図 (1/500)
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第 2節 基本層序

調査地周辺の基本地形は、東西を河川に狭まれた微高地上に立地 してお り、調査区内では東に向か

つて緩 く傾斜 している。基本層序は大きく1～ 3層 に分類 した。

第 1層は、近世以降～現在の表上に伴 う土層である。

細分化すると、 a～ dの 4層に分けることができる。この うち、 la層 は仮設水路設置に伴 う盛上、

lb層 は水田の表上である。 ld層 は東に沈下する谷地形を埋める形で存在 し、砂 とシル トが互層を

成 している。

第 2層 は、弥生中期～近世の遺物包含層である。

細分化すると、 aob層 に分かれ、 a層はさらに I～Ⅳ層に分類できる。この うち、 2aI層 は 3 cm

程度の厚 さしかないが植物遺体を多く含む。 2aI層 と2aⅣ層はともに調査区東側の谷地形を埋め

ている。 2aⅡ 層は20cm程 の厚さがあるオリーブ灰色粘質シル トで弥生と近世の遺物が出上している。

また、石組井戸 S E01は この上層から掘 り込まれている。井戸内から近世の遺物が出上していること

から、土層の堆積年は近世まで下る。 2b層 は、弥生時代中期後半～後期の遺物包含層である。土層

は10～ 20cmの 厚 さがあるが下層の礫が混入 している。土質は、水分を多く含む黒色シル トで有機質に

富む上である。 2aⅡ・Ⅲ層が灰色の粘質上であるのに対 し、 2b層 は黒色シル トで両者の差異は明

確である。

第 3層は、遺物を含まない無遺物層で地山となるものである。 aob 2層 に細分 している。 3a層は

10cm程 の厚 さがある水分を含むシル トで調査区北側の一部で確認 されている。 3b層 は、調査区の基

盤地形 となるもので大量の礫で構成される。弥生時代の遺構確認面はこの 3b層 中となるが、礫の大

きさが50cm大のものがゴロゴロしている上、湧水層でもあることから遺構検出を困難なものとしてい

る。

これ らの基本層序は、調査区中央を横断する近代以降の流路の両岸に安定して分布 している。

凡 例

El層
a明 貢褐色砂質土 (10YR6/6)

bオ リーブ黒色シル ト(5Y3/1)

c灰色シル ト(10Y4/1)

dオ リーブ灰色シル ト(5GY5/1)

□ 2層

aI暗 灰黄色シル ト(2.5Y5/2)

aⅡ オリーブ灰色粘質シルト(5GY6/1)

aⅢ 緑灰色粘質シル ト(7.5GY6/1)

aⅣ 灰オリーブ色シル ト(5Y4/2)

b   黒色シル ト(2.5Y2/1)

踵重国3層

aオ リーブ色シル ト(5Y5/4)

b黄褐色砂礎 (2.5Y5/4)

近
代
溝

十日
流
路

第 7図  基本層序模式図
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第 3節 連逗 構

遺構は、近代以降の溝 2条 (流路)、 近世の井戸 1基、弥生時代の上坑 1基を検出した。遺構密度は

非常に薄いものとなつているが、これは、弥生時代の遺構検出面が湧水を伴 う礫層であって検出を困

難にさせた地形要因と、調査区の中央を近代以降の大きな旧流路が横切る遺構要因による。

遺構検出は 3b層で一括 しておこなつたが、井戸 S E01に ついては 2aⅡ層で検出し、これ以降の

遺構は、新 しいものとなるため断面観察に拠つている。

溝 S D01

北調査区西側で検出されたもので、北東へ流れ幅 4m以上、深 さ50～ 80cmを 浪1る 。覆土は a層灰オ

リーブ色砂 とb層暗オ リーブ灰色砂から成 り、 lb層 直下より掘 り込まれるため近代以降の時期が与

えられる。このうち、 a層 はピー ト層を薄く挟んで水性堆積を示す。 b層 は水分が多く弥生土器を含

むが、掘 り込み面を考慮すると、流れ込みによるものと考えている。

溝 S D02

南調査区の中央で検出され、北西へ流れる近代以降の旧流路である。検出断面では、幅25m以上、深

さ130cm以上を測る。 S D01と 同様 lb層直下から掘 り込むものである。埋土は、 aobocの 3層か

ら成 り、 b層 とc層の間には青灰色の砂が40cmの厚 さで堆積する場所もある。旧流路であることから、

基本的に各層とも水質土層であるが、最下層の c層 は砂分が多く木屑も含む土層である。

この溝内には、幹の太 さが lm程、樹根が 4m以上に広がる立木がある。樹木は c層途中で伐採 され

てお りこの流路が埋没する途中で生えていたことがわかる。樹種は不明である。遺物は近世のものが

含まれ、 c層からの激 しい湧水は往時の流路を紡彿 とさせるものであった。

井戸 S E01

南調査区の S D02北岸で検出された石組井戸である。検出時の平面プランは1.2mの 円形、確認面で

の掘方は石組の外縁とほぼ同一であり、上部は削平を受けているものと思われる。2a Ⅱ層中から掘 り

込まれ、検出面から水溜上部までの石組部分は深 さ lm、 埋上には20cm大 の礫を埋めている。水溜は、

高さ40cm径50cm厚 さ3 cmの木製の今Jり 貫き桶である。取 り上げ後、付着 した上を洗浄すると、桶内面

に内赤外黒漆器杭 の破片が混入 してお り、何 らかの井戸祭祀

の可能性 も考えられ る。埋土上面か らは、越 中瀬戸が出上 し

てお り、土層の堆積年代を併せて考えると近世の井戸 となる。

土坑 S K01                             _

井戸の東側 lm程の場所にあり、検出面は 3b層である。平

面形は80cmの 円形で、深 さ70cmを測る。埋土は灰色のシル ト

で、遺物は含まれていなかつた。掘 り込み面が、弥生時代の

遺物包含層である 2b層 内であることから、弥生時代の上坑

と考えている。

- 8 -
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A L=192m

西側壁
B L=193m

カクラン

a

b

C

d

e

f

極暗赤褐色シル ト(2.5YR2/2)

緑灰色粘質シル ト(7.5GY5/1)

青灰色砂 (5BG5/1)

オ リーブ灰色砂質シル ト(5GY5/1)

緑灰色砂  (10GY5/1)

明緑灰色粘質シル ト(10GY7/1)

A'

■

ｌｃ

一
２

ａ

オ リーブ黒色砂質シル ト(7.5Y3/1)

灰色 シル ト(7.5Y4/1) S E01
オ リーブ黒色シル ト(7.5Y3/1)

C'

南側壁
E L=193m E'

Nα lアゼ
F  L=193m

北地区壁
C L=193m

D

北側壁

L=193m D'

、-lc Ⅱ

1層

2層

3a

::i

Ⅷに 3層

踵 遺構

SD01 a 灰オ リーブ色砂 (5Y4/2)

b 暗オ リーブ灰色砂 (2.5GY4/1)

0          (1/100) 5m

lm

水平方向スケール

垂直方向スケール

0        (1/20)

/1b＼
と_

第9図  土層断面図 (平面図1/100・ 断面図1/20)
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第 4節 連逗 物

調査により出土した遺物は整理箱で 4箱程度 と少量である。これは、調査区の半分程度が近代の流

路によって攪乱を受けていることが大きな要因となっているためである。 したがって、図示できる遺

物は可能な限り掲載するように努めた。また、試掘調査により出上した遺物についても掲載している。

大半の遺物は今回の調査対象地に含まれないが、距離も近く遺構一括遺物もあることから掲載するこ

ととした。

1.本調査出土遺物 (第 11図 )

遺構に伴 う遺物は、近世の井戸 S E01の越中瀬戸と、近代以降の溝に混入する弥生土器で、あとは

包含層出上である。

1は弥生時代中期後半の甕である。磯都運動公園遺跡から専光寺養魚場遺跡段階の上器 と考えてい

る。外反する口縁端部の外面はすデ調整 されるとともに内外面に刻みを施 している。器壁外面は、ほ

ぼタテ方向のハケ調整、内面はナナメ方向のハケ調整 し、底部付近は煤が付着する。 2が この土器の

底部で、外面には幅 4 cm・ 長さ3 cmの ワラ圧痕が 3本確認できる。

3～ 6、 9～ 11、 13は溝 S D01か ら出上したものである。 3は天王山式土器の甕口縁部である。端部

には交互刺突文 (刺突角度が浅い)と 連弧文を施す。この上器型式は、当遺跡の l km北 東に位置する

下老子笹サ|1遺跡でまとまって出土している (栗 山1998)が 、交互刺突文だけを抽出すると様相が少 し

異なっている。 4・ 5は蓋である。 4の ほうが相対的に古い様相を持つもので弥生時代終末期の月影

段階。タテ方向のヘラケズヅが施 される 5は、鉦がボタン状に変化 してお り古墳時代前期前半の白江

段階に位置付けられるものである。

7～ 11は月影段階の甕口縁部である。 11以外はすべて媒が厚 く付着 している。基本的にヨコ方向の

ハケメが施 されるが、 7のみ内面にヨコ方向のミガキ調整が施されている。 7・ 8は 7条、 9は 5条

の擬凹線を施 している。 10・ Hは擬凹線文を施さない有段無文の甕である。11の 口縁端部は外反の度

合いが強くやや後出的様相を示すものである。12は器台の屈曲部で外面は丁寧なミガキ調整が施 され

ている。

13はチャー トを石材 とする凸基有茎式打製石鏃で長さ3.3cm、 重さ6.6g。 茎部に茶褐色部分、刃部

に黒色部分をあてて成形 してお り、装飾・機能両面に配慮 しているものと考えられる。ただ、先端が

折れ、片面には自然面が一部に残 り、茎部の快 りも浅いことから未製品である。

14～ 16は近世以降の陶器である。14は近世の井戸 S E01の埋土上層部から出土した越中瀬戸の皿で

ある。高台は削 り出してお り露胎である。高台内面には塁書で 「一」のような文字の一部が確認でき

る。見込みには l llull程 盛 り上がる圏線がみられる。畳付及び高台内中央と見込みの一部に灰釉が残つ

てお り、重ね焼きの痕跡 と考えられる。 15は越中瀬戸の悟鉢である。卸目は10条 で、外面と断面の一

部は煤が付着 してお り、破損後に火を受けたものと思われる。出土地点は S D02の最下層である。 16

は肥前陶器の鉢である。ロクロ成形され、見込みを蛇の目釉剥ぎするものである。見込みと畳付には、

焼成時の重ね積みの痕跡である白い泥漿状の砂 (アル ミナ砂)がみられる。文様は白化粧土による刷

毛目文様が施され、高台は真つ直ぐに削 り出されるもので、高台内の削 りは高台脇よりも削 り込んで

いる。 18世紀後半以降のものである。このほか図示 していないものに、溝 S D02か ら肥前波佐見の見

込みを蛇の目釉剥ぎし、銅緑釉をかける皿が出土している。
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2.試掘調査出土遺物 (第 12図 )

17～ 30は平成10年 3月 に実施 した試掘調査の際に出上したものである。試掘調査により出土した遺

物はそれほど多くなく、表土直下から出土するものが大半である。 しかし、保護措置を要する範囲内

には遺構に伴 うものも確認 されてお り、17～ 21と 23～ 25・ 29・ 30は 5Tの上坑 S K01-括出土遺物で

ある。

17・ 21・ 25は同一個体の甕である。表面に摩滅が見られる。 口縁外面はタテ方向のハケメ、内面は

横方向のハケメが施 されている。 口縁端部は横撫でによつて面取 りされる無文様の平縁 となり、胎土

は 2～ 3 11ull大の石粒を多く含んでいる。 17の体部内面下は被熱により赤く変色 している。弥生時代中

期後半の専光寺～戸水 B式段階のものと考えている。 18・ 19は外面に煤が付着する。外面はともにタ

テ方向のハケメ調整 されるが、内面は18が ヨコ方向のハケメ、19はナナメ方向のハケメ調整 されてい

る。両者のハケメを比較すると、18の方が 1条の幅が広く凹凸が顕著であるのに対 し、19は平滑な仕

上げとなっている。20は有段口縁重である。他の供伴遺物と比べて焼成が甘く、軟質で石粒が多く含

まれる。 口縁外面は 3列の綾杉状刺突文で加飾 してお り弥生中期前半の小松式土器に比定されるもの

である。23は ミニチュア土器の壺で内外面に煤が付着する。 口縁部は「く」字口縁で、端部は横撫で

された上に斜行する刻 目を 3 11ull間 隔で施 している。頸部にはタテ方向のハケメ調整が部分的に確認で

きる。器形から弥生中期後半頃のものと考えている。24は無頸壺 (長卵形胴壺)で 口縁には斜行短線

文が施文され、その直下には対向する径 6111111の 穿孔が 2つ開けられている。内外面には、斜行するハ

ケメ調整を施すが、外面は摩滅により明瞭ではない。煤は外面 2箇所に底部から口縁近くにかけて付

着 し、内底面には指頭圧痕を確認することができる。弥生中期後半の磯部式～専光寺式段階のものと

考えられる。

22は 4Tで出上したもので、受 口状の有段 口縁養で弥生終末期の月影段階のものである。擬凹線は

みられないが、内外面に丁寧なヨコ方向のハケメ調整を施 している。

26～28は近世段階の陶磁器である。26は見込みを蛇の目釉剥ざした肥前磁器の白磁ひだ皿である。

18世紀代に位置づけできるものである。27は肥前陶器の碗である。白化粧上による刷毛目文様が施さ

れ、畳付は露胎、高台内は高台脇とほぼ同じ高さまで削 り込まれてお り、18世紀代のものである。28

は削り出し高台の越中瀬戸碗である。

29。 30は、緑色凝灰岩の剥片で、 5Tの上坑 S K01か ら弥生中期の上器に共伴 して出土したもので

ある。この石材は管玉等玉類の製作に用いられることが多いが、未製品やフレーク・チップは本調査

対象地では出土していない。
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第 1表 出土遺物観察表

No X Y 遺  構 層序 種 類 機 種
口径

(長軸)

底径
器高

(短軸)

色  調 備 考

1 3 2b 弥生土器 甕 浅黄色 中期後半  2と セ ット

つ
乙 2 2b 弥生土器 甕 6 灰 色 外底面にフラ圧痕

3 2 S D01 b 弥生土器 甕 にぶい黄橙色 天王山式土器

4 4 S D01 b 弥生土器 蓋 3 にぶい黄橙色

5 S D01 b 弥生土器 芸
“

褐灰色

6 2 S D01 b 弥生土器 甕か壺 にぶい黄褐色

7 4 2aⅡ 弥生土器 甕 にぶい黄橙色 終末 (月 影期 )

8 弥生土器 甕 褐色 終末 (月 影期 )

9 1 S D01 b 弥生土器 竃 にぶい黄褐色 終末 (月 影期 )

2 S D01 b 弥生土器 甕 14 にぶい黄橙色 終末 (月 影期 )

2 S D01 b 弥生土器 甕 にぶい黄褐色 終末 (月 影期 )

2aⅡ 弥生土器 器台 にぶい黄橙色 後期～終末

2 S D01 b 石鏃 2.2 重量66g・ チャー ト

S E01 上層 越中頼戸 皿 にぶい赤褐色 削 り出し高台

8 2 S D02 下層 越中瀬戸 播鉢 にぶい黄橙色

3 S D02 a 肥前陶器 鉢 にボい赤褐色 見込み蛇の目釉剥ぎ

5T S K01 弥生土器 甕 灰 色 中期後半 21・ 25と セット

5T S K01 弥生土器 甕か壺 にぶい黄橙色 中期後半

5T S K01 弥生土器 変か壺 にぶい黄橙色 中期後半

5T S K01 弥生土器 一霊 にぶい黄橙色 中期前半 小松式期

5T S K01 弥生土器 秦 14 浅黄色 中期後半

4T ① b 弥生土器 甕 にぶい黄橙色 終末 (月 影期 )

5T S K01 弥生土器 霊 8 にぶい黄橙色 中期後半、ミニチュア土器

5T S K01 弥生土器 無頸重 6.4 浅黄色 中期後半

5T S K01 弥生土器 弩 5 灰色 中期後半

6T ① b 肥前磁器 ひだ皿 灰白色 見込み蛇の目釉剥ざ

lT ① b 肥前陶器 碗 5 にぶい赤褐色 刷毛 目文様

2T ① b 越中瀬戸 碗 5 にぶい褐色 削 り出し高台

5T S K01 剥片石器
刀
仕 重量219g・ 緑色疑灰岩

5T S K01 剥片石器 5.2 2,7 重量152g・ 緑色疑灰岩
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第 4章 結

今回の調査対象地は300ポ と狭少であり、近代の流路が大半の遺構を削っているものと考えられ、主

たる調査 目的であつた弥生時代の遺構・遺物の数量は決 して多いものとは言えない。 しかしながら、

能越 自動車道建設に伴 う江尻遺跡の発掘調査が隣接する場所で行なわれ概要が刊行されていることや、

当面の事業計画地全域の試掘調査を先行 して行なっていることで、調査区外の様子も把握することが

可能な状況である。本調査結果に、これ らの調査成果を援用することによって、遺跡の様相はある程

度のレベルまで明らかにすることが可能 となっている。

出土土器につしヽて

今回の調査地の上器様相を考える上で、平成 7年度に行われた富山県文化振興財団による江尻遺跡

の能越道関連発掘調査成果は大きな手掛か りとなるものである。調査による出土遺物は、縄文晩期～

近代の各時期の遺物が出上しているが、その中でも主体を占める時期は弥生時代 と近世 。近代の遺物

である。今回の調査対象地からみて北西に位置する調査区では、弥生時代終末期の月影式段階～古墳

時代前期の遺物が出土し、北側に位置する調査区では弥生時代後期後半の遺物が出土している。近世

段階については17世紀～19世紀の遺物が出土するなかで主体は概ね18世紀以降にあることが報告され

ている (富文振 1996)。

さて、本調査により出土した遺物の うち、図示 したものの大部分は近代以降の清 と考えているSD

01か ら出上したものである。この溝は土層の切 り合い関係から近代の溝 と判断 したものであるが、混

入する遺物に当該期のものは無く、弥生時代終末期月影式段階の遺物が主体を占めている。その中に

は天王山式上器 も混入 している。前述 したように、天王山式上器は下老子雀川遺跡でのまとまつた出

土例 (栗 山1998)カミあるが、本遺跡においても小破片であるが数点出上 してお り注 目される。天王山

式上器の時期については、弥生時代の中期 とみるか後期 とみるかで現在も活発な議論がなされている

ところであるが (石川2000)、 本遺跡の出土例は混入によるものであり資料価値は低い。 しかしながら、

弥生時代終末期の月影式土器 と共伴する形での出土状況、能越道発掘調査に伴 う出土遺物が弥生時代

後期後半～終末期段階のとどまり、それ以前は縄文晩期まで遡つてしま うことを考慮するなら、この

土器型式の上限はともかくとして、弥生時代後期以降の上器 と共伴することを示すものといえる。

また、試掘調査により出土した土器の うち、 5Tで検出した土坑 S K01は 一括資料 となるものであ

る。推定10個体程度の出土土器の うちで、 1個体は弥生時代中期前半の小松式上器段階まで遡るが、

主体は磯部～専光寺～戸水 B式 と呼ばれる弥生中期後半の土器群の範疇に収まるものである。筆者の

力量不足もあり各段階を明確に分類 した形で量比を提示することはできないが、 5T付 近の主体時期

は弥生時代中期後半にあるものと想定 される。 さらに、X25Y3付 近の弥生時代の遺物包含層から出

上 した 1・ 2の弥生土器は中期後半に位置付けされるものであり、遺跡の年代が弥生中期まで遡るこ

とは確実といえる。

さらに石器に目を転 じれば、 5 T S K05で弥生中期の上器 と共伴 して出土 した緑色疑灰岩の剥片は

注 目される。下老子笹川遺跡では弥生時代後期後半を中心とする住居跡に伴つてガラス小玉や緑色疑

灰岩・鉄石英の勾玉や管玉の未製品、フレーク・チップがまとまって出土してお り玉作 り工房の存在が

玉
旧
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写真図版 1 航空写真 (1946年)



写真図版2 小縮尺航空写真 (19464)
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写真図版 3 調査区全景 (南から)



写真図版 4 1.調査区遠景(南から)2調査区全景
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写真図版 5 1 sE01検出状況(東から) 2.同 石組部分 3.同断害Jり 状況 4同 断割完掘状況 5.S D02内 樹根



写真図版 6 1.調査区土層堆積状況 (北東から)2.S D01坑 列検出状況 (東から)3 SD02内 樹根検出状況 (1し から)

4.S K01完掘状況 5磨製石斧出土状況 6.弥生土器出土状況 7.同  8.作業風景
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写真図版7 出土遺物 (1/2)



写真図版 8 出土遺物  1.弥生土器無頸壺 2.石器 3.近世以降陶磁器(1/2)
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